
                                                            （様式１５） 

 

氏名表記変更に関する海外渡航経緯追加質問書 

 

 

＊表記の変更については、変更前の氏名で海外に渡航、滞在した際に、渡航先国又は地域

からその領域内に入ることを禁止されていないか確認する場合がありますので、その際

の資料として、この書類を提出して頂く必要があります。 

 

 

＊次の各事項に該当しているか否か、□にレをつけ、下線部分を記入してください。 

 

 １ 過去に渡航したことのある国又は地域 

   ・出国時期（正確に）：                           

   ・国又は地域：                              
   ・その時に使用した旅券上の情報 

      氏    名：                  □男 □女 

      旅券番号：                

 

 ２ 前記１の国又は地域から上陸拒否、強制退去、又は出国命令を受けた事実の有無 

   □なし 

   □あり（注：以下の点を明らかに願います。） 

    □上陸拒否  □退去強制  □出国命令 

   ・再度の入国を禁止されている時期：    年  月  日まで 

   ・理由：                                

                                       

                                       

                                             

 (注）虚偽の記載をした場合、旅券法第２３条第１項第１号の規定により、５年以下の懲役若しく

は３００万円以下の罰金に処され、又はこれを併科されることがあります。 

 

 

【官公庁記載欄】 

  ・一般旅券発給申請書等受理日：   年  月  日 

  ・前回氏名での発給記録：□ 漢字検索済み   

・「刑罰等関係欄」との齟齬：□ 齟齬無しを確認  

  


